
環境省地域循環共生圏パートナーシップ基盤強化
フォーラムin七尾

地域循環共生圏づくりの最前線

2022/2/23

地球環境パートナーシッププラザ（GEOC）

江口健介



自己紹介

江口健介（えぐちけんすけ）

• 一般社団法人環境パートナーシップ会議

パートナーシッププロデュース部リーダー

（GEOC担当）

• 東京農業大学森林総合科学科卒業

• 神奈川県横須賀市出身

• NPO法人横須賀創造空間共同代表



EPOとGEOCについて

持続可能な地域づくりのために中間支援機能を発揮す
るEPOを全国8箇所に展開。
EPOは各地方環境事務所と各地域の多様な主体とが協
働で運営され、環境情報の受発信、地域の環境課題解
決への伴走支援等を担う（重点施策：地域循環共生圏
の創造に資するため、各地域プラットフォームの伴走
支援や情報の受発信等）。

地球環境パートナーシッププラザ（GEOC）はEPOの
役割を進化させる議論や取組を喚起し、各EPOの成果
の取りまとめや相互参照、ブロックを超えた横展開等、
全国EPOネットワーク事業を行っている。またGEOC
は国連大学との協働事業として時機に見合った国際情
報の発信やシンポジウムの開催等を行っている。
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渋谷に所在
(1996年)

EPOちゅうごくと広島県との共同企
画として、広島県内の大学生が地
元の企業・起業家等へのインタ
ビューを実施。次世代の持続可能
な社会への感覚や価値観からSDGs
ビジネスセレクトブックを制作し
た。（2018年度～2020年度）

この関係性が延べ100名規模の「ひ
ろしまSDGsプラットフォーム」に
発展、日常的な情報交換や交流会
の開催、協働プロジェクト等の主
体的な連携が広がっている。

ごみとして焼却されるうどん（小
麦粉換算で年間推計6000トン以
上）を循環させる「うどんまるご
と循環コンソーシアム」は、四国
EPOの支援を通じて食品ロス発生抑
制の重要性に気づき、規格外うど
んを定期的に寄付する「フードバ
ンク連携活動」という新たな取組
を開始した。

省庁や自治体の施策にもリンクし、
食品ロス削減に向けた機運の高ま
りにつながっている。

所在地
(開設年)

ユースと進める地域SDGsビジネスの可視化 特産品を起点にした循環と地域とのつながりを生む



2015年に起きたこと（ポイント）
• SDGsを含む「持続可能な開発のための2030アジェンダ」採択

→国際社会として「誰一人取り残さない」持続可能な社会を実現

するための、変革（Transformation）を目指した。

• 年金積立金管理運用独立行政法人（GPIF）が国連責任投資原則

（PRI）に署名

→企業価値の向上や持続的成長と中長期的な投資リターンの拡大

とは両立しうる。

• 「パリ協定」採択

→気候変動対策としての「低」炭素から、文明の転換ともいえる

「脱」炭素を目指した。（気候変動の物理的インパクトへの対応

だけでなく、脱炭素経済への移行リスクも同時に目を向ける）



（引用）環境省資料
令和4年度「環境で地方を元気にする地域循環共生圏プラットフォーム事業」公募資料別紙より



（引用）環境省資料
令和4年度「環境で地方を元気にする地域循環共生圏プラットフォーム事業」公募資料別紙より



地域循環共生圏創造の手順

①話を聞きに行く
まずは、地域の様々な、
特に自分たちにとって
異質な関係者の話を聞
きに行く。

②地域のコンセプトを描く

地域の課題や資源、あ
りたい将来像を議論し、
言語化していく。

④みんなで目指す目標を立てる
適切に進捗を評価する
ためには、ある程度共
通のモノサシを持って
おく。

③事業のストーリーを語る
継続的な地域づくりの
ために必要となる経営
資源を循環できる仕組
みを作る。

「環境で地方を元気にする地域循環共生圏づくり構想策定の手引き」（2021年環境省）をもとに作成



地域循環共生圏5か条（2022/2/22Ver.）

地域循環共生圏の創造とは、地域の資源を最大限活かしながら、地域づくりを持
続可能なものにしていくプロセスです。

そのプロセスの中核を担うのが、地域プラットフォームであり、地域コーディ
ネーターであり、ローカルSDGsビジネスの三位一体と考えています。

地域循環共生圏が実現された姿は地域の文脈に応じて多様であり、一つの答えが
あるわけではありませんが、大事にしている考え方が5つあります。

【自立分散の視点】
地域循環共生圏は、地域を
持続可能なものにすること
に対して主体性を持つ人た
ちが行動を起こし続けるこ
とによって実現されます。

【環境の視点】
地域循環共生圏は、地域の
環境の改善に配慮しながら、
地域に存在する資源を持続
可能に利用することで実現

されます。

【地域経済の視点】
地域循環共生圏は、地域の
経済循環の構造を強化し、
経済的な持続性も伴うこと

で、実現されます。

【社会的包摂の視点】
地域循環共生圏は、地域に
暮らす様々な立場の人たち
の人権が配慮され、やりが
いを感じることのできる参
加を通じて実現されます。

【相互連携の視点】
地域循環共生圏は、地域内
では賄えない資源を地域間
で相互に補完しながら、新
たなバリューチェーンを生
み出すことで実現されます。

脱炭素
社会

循環
経済

分散型
社会
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地域循環共生圏創造に向け、
地域プラットフォーム、地域
コーディネーター、ローカル
SDGsビジネスの三位一体が

重要である。
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【地域プラットフォーム】
①地域課題、資源について持ち込む窓口であり、集約される
②集約されたものが議論、ビジョンとして一定の合意形成ができる
③課題解決もしくはビジョン実現のために、地域内外から支援を受
けることができる

【地域コーディネーター】
①地域全体の状況を俯瞰して把握
できる
②地域内外のプレーヤーを調整し、
人・モノ・金・情報をつなげる
③地域（公共）のために熱い想い
を持って主体的に行動することで、
共感を生むことができる
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【ローカルSGDsビジネス】
①地域資源を活用し、地域
内または地域間で補完し支
え合いの関係が構築できて
いる
②地域内で資源（ヒト・モ
ノ・カネ・コト）が循環し
ている（地域外からの流入
を含む）
③環境を含む地域の課題解
決につながる
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地域コーディネーター

地域循環共生圏づくりに必要な要素（2022/2/22Ver.）
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【地域プラットフォーム】
①地域課題、資源について持ち込む窓口であり、集約される
②集約されたものが議論、ビジョンとして一定の合意形成ができる
③課題解決もしくはビジョン実現のために、地域内外から支援を受
けることができる

【地域コーディネーター】
①地域全体の状況を俯瞰して把握
できる
②地域内外のプレーヤーを調整し、
人・モノ・金・情報をつなげる
③地域（公共）のために熱い想い
を持って主体的に行動することで、
共感を生むことができる
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【ローカルSGDsビジネス】
①地域資源を活用し、地域
内または地域間で補完し支
え合いの関係が構築できて
いる
②地域内で資源（ヒト・モ
ノ・カネ・コト）が循環し
ている（地域外からの流入
を含む）
③環境を含む地域の課題解
決につながる

ビジ
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地域コーディネーター

地域の実態は多様で複雑

有形、無形なプラットフォームも
あればコーディネーターも一人とは

限らず、また取り組んでいる
“ビジネス”の規模も内容も様々

地域の文脈に応じ、地域づくりを
持続可能なものにしていくために、
あらゆる機能を拡充することが重要



環境省ローカルSDGs
-地域循環共生圏づくりプラットフォーム-



（引用）令和3年度継続団体キックオフミーティング資料（鶴岡市三瀬地区自治会）
http://chiikijunkan.env.go.jp/pdf/321_tsuruoka.pdf



（引用）令和3年度継続団体キックオフミーティング資料（鶴岡市三瀬地区自治会）
http://chiikijunkan.env.go.jp/pdf/321_tsuruoka.pdf



（引用）令和3年度継続団体キックオフミーティング資料（鶴岡市三瀬地区自治会）
http://chiikijunkan.env.go.jp/pdf/321_tsuruoka.pdf



（引用）令和3年度継続団体キックオフミーティング資料（鶴岡市三瀬地区自治会）
http://chiikijunkan.env.go.jp/pdf/321_tsuruoka.pdf



（引用）令和3年度継続団体キックオフミーティング資料（鶴岡市三瀬地区自治会）
http://chiikijunkan.env.go.jp/pdf/321_tsuruoka.pdf



（引用）令和3年度継続団体キックオフミーティング資料（一般社団法人MIT）
http://chiikijunkan.env.go.jp/pdf/328_mit.pdf



（引用）令和3年度継続団体キックオフミーティング資料（一般社団法人MIT）
http://chiikijunkan.env.go.jp/pdf/328_mit.pdf



（引用）令和3年度継続団体キックオフミーティング資料（一般社団法人MIT）
http://chiikijunkan.env.go.jp/pdf/328_mit.pdf



（引用）令和3年度継続団体キックオフミーティング資料（一般社団法人MIT）
http://chiikijunkan.env.go.jp/pdf/328_mit.pdf



（引用）令和3年度事業化支援団体キックオフミーティング資料（鹿島市ラムサール条約推進協議会）
http://chiikijunkan.env.go.jp/pdf/334_kashima.pdf



（引用）令和3年度事業化支援団体キックオフミーティング資料（鹿島市ラムサール条約推進協議会）
http://chiikijunkan.env.go.jp/pdf/334_kashima.pdf



（引用）令和3年度事業化支援団体キックオフミーティング資料（鹿島市ラムサール条約推進協議会）
http://chiikijunkan.env.go.jp/pdf/334_kashima.pdf



（引用）令和3年度事業化支援団体キックオフミーティング資料（公益財団法人東近江三方よし基金）
http://chiikijunkan.env.go.jp/pdf/331_higashioumi.pdf



（引用）令和3年度事業化支援団体キックオフミーティング資料（公益財団法人東近江三方よし基金）
http://chiikijunkan.env.go.jp/pdf/331_higashioumi.pdf



（引用）令和3年度事業化支援団体キックオフミーティング資料（公益財団法人東近江三方よし基金）
http://chiikijunkan.env.go.jp/pdf/331_higashioumi.pdf



（引用）令和3年度事業化支援団体キックオフミーティング資料（公益財団法人東近江三方よし基金）
http://chiikijunkan.env.go.jp/pdf/331_higashioumi.pdf



環境省ローカルSDGs
-地域循環共生圏づくりプラットフォーム-

多種多様な地域の実践例が蓄積
されています。

GEOCやEPOを“コンシェルジュ”として
使っていただきながら、情報共有

できればと思います。



共生圏PF事業における実践知

• セクターの枠にとどまらず、それぞれが得意なこと、やる
べきことを最大限発揮するために、安全に対話ができる場。

• 重要なハブを担うコーディネーターの役割・機能を整理し、
更に複数で共有。

• ヒエラルキー構造がシンプルではない場における新しい
リーダーシップ。

• 地域づくりは、借り物競争。餅は餅屋に頼るべきであり、
どこで握れるかどうか。

• 共通の敵は“縦割り”。複雑なものを、複雑なものとして扱
いながら、同時に具体的に取り組める柔軟な思考と体制。



『もはや、温暖化への対応は経済成
長の制約ではありません。

積極的に温暖化対策を行うことが、
産業構造や経済社会の変革をもたら
し、大きな成長につながるという発
想の転換が必要です。』



『我々は、貧困を終わらせることに
成功する最初の世代になり得る。同
様に、地球を救う機会を持つ最後の
世代にもなるかも知れない。我々が
この目的に成功するのであれば2030
年の世界はよりよい場所になるであ
ろう。』



ご清聴ありがとう
ございました。
GEOC 江口健介

[ eguchi@geoc.jp ]

mailto:eguchi@epc.or.jp

